
発
行
元 

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

編
集
協
力 

河
内
長
野
市
役
所 

市
民
協
働
課 

 
 

 
 

 
 

 

０
７
２
１
‐
５
３
‐
１
１
１
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地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は
、
住
民
が

力
を
合
せ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

組
織
。
今
、
河
内
長
野
市
内
の
小
学
校
区
で

続
々
と
設
立
が
進
ん
で
お
り
、
天
見
小
学
校

区
は
、
市
内
で
１１
番
目
の
設
立
と
の
こ
と
。 

今
回
、
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
原
五
郎

さ
ん
が
設
立
ま
で
の
苦
難
の
道
を
語
っ
た
。 

「
天
見
で
は
、
私
の
前
任
で
自
治
会
連
合

会
の
会
長
を
務
め
た
中
谷
博
明
さ
ん
の
時
代

か
ら
３
年
に
わ
た
っ
て
、
自
治
会
や
団
体
が

集
ま
り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
中
谷
さ

ん
の
情
熱
と
粘
り
が
あ
っ
て
の
設
立
。
後
を

引
き
継
い
だ
私
も
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
」 

天
見
小
学
校
区
の
清
水
・
上
岩
瀬
・
下
岩

瀬
・
上
天
見
・
下
天
見
・
流
谷
の
６
つ
の
自 

              

 

 

 

 

 

 

 

                      

治
会
を
は
じ
め
、
福
祉
や
青
少
年
団
体
、
関

係
機
関
、
施
設
な
ど
全
２９
団
体
か
ら
参
画
を

得
た
。
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

     
設
立
総
会
で
は
、
冒
頭
に
、
こ
の
組
織
の

基
本
と
な
る
会
則
が
議
論
さ
れ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
ま
た
天
見
地
域

の
実
情
も
ふ
ま
え
、
地
域
の
様
々
な
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
な
目
的
を
掲
げ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

              

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

                                        

①
構
成
団
体
の
活
動
へ
の
支
援 

②
地
元
産
物
の
生
産
や
販
売
の
促
進 

③
地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
来
訪
者
の
増
加 

④
地
域
内
外
の
人
々
と
の
交
流
促
進 

⑤
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
維
持 

（
総
会
資
料
よ
り
編
集
） 

平
成
２
７
年
２
月
２１
日
（
土
）、
上
岩
瀬
自
治
会
館
に
お
い
て
、 

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、 

天
見
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
の
代
表
が
集
ま
っ
た
。 
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総
会
で
は
、
自
治
会
連
合
会
か
ら
役
員
候

補
が
推
薦
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

会 

長 
 

原 

五
郎
（
下
天
見
） 

副
会
長 
 

西
尾 

猛
（
流
谷
） 

副
会
長 

 

中
浦 

吉
康
（
上
岩
瀬
） 

副
会
長 

 

門
林 

敏
博
（
下
岩
瀬
） 

会 

計 
 

尾
尻 

孝
之
（
下
天
見
） 

会
計
監
査 

上
野 

善
則
（
上
天
見
） 

会
計
監
査 

水
口 

貞
典
（
清
水
） 

理 

事 
 

東 

邦
治
（
上
岩
瀬
） 

理 

事 
 

川
坂 

雅
信
（
上
岩
瀬
） 

理 

事 
 

東 

昇
（
上
岩
瀬
） 

理 

事 
 

中
林 

孝
蔵
（
下
岩
瀬
） 

理 

事 
 

井
実 

信
幸
（
上
天
見
） 

理 

事 
 

東
城 

博
行
（
流
谷
） 

理 

事 
 

寺
田 

章
（
清
水
） 

理 

事 
 

水
谷 

保
次
（
清
水
） 

    

初
年
度
は
、
３
月
末
ま
で
の
約
一
ヵ
月
と

な
る
た
め
、
主
に
次
年
度
に
備
え
る
取
り
組

み
が
左
記
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。 

●
住
民
の
愛
着
心
と
来
訪
者
の
増
加
を
目
指

し
て
、
天
見
の
良
さ
や
地
元
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す

る
「
天
見
観
光
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
。 

●
住
民
が
楽
し
く
交
流
で
き
、
地
域
の
原
風

景
や
歴
史
文
化
に
触
れ
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
」
の
企
画
を
検
討
す
る
。 

●
地
域
全
体
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て
、
団

体
や
住
民
が
連
携
し
て
防
災
や
防
犯
意
識
を

高
め
る
防
災
訓
練
な
ど
を
検
討
す
る
。 

                                    

     

総
会
終
了
後
は
、
来
賓
と
し
て
芝
田
市
長

か
ら
祝
福
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

市
長
は
、
南
海
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る

中
で
、
地
域
の
様
々
な
団
体
が
集
ま
り
、
地

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、

隣
近
所
同
士
、
老
若
男
女
の
助
け
合
い
が
さ

ら
に
高
ま
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ
た
。 

さ
ら
に
、
１
２
０
０
年
前
、
弘
法
大
師
空

海
は
、
高
野
街
道
が
通
る
こ
の
地
を
間
違
い

な
く
訪
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
続
け
、
清
水
の

伝
説
な
ど
多
く
の
縁
（
え
に
し
）
が
残
さ
れ 

                      

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

    



                                     

閑
話
休
題 

   

蟹
井
神
社
は
、
天
喜
２
年
（
１
０
５
４
年
）

の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
神
社
の
南
に
流
れ
る

天
見
川
に
「
蟹
井
の
渕
」
が
あ
り
、
社
名
の

起
源
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

南
北
朝
時
代
に
は
、
楠
木
正
成
の
一
族
が

戦
勝
を
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

延
宝
４
年
（
１
６
７
６
年
）
の
火
災
で
社
殿

や
史
料
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
明
治
４０
年
（
１
９
０
７
年
）
に
は
、

天
見
の
八
幡
神
社
、
岩
瀬
の
菅
原
神
社
が
蟹

井
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。 

秋
に
は
、
提
灯
を
仕
立
て
、
島
の
谷
、
見

坂
、
茶
屋
出
か
ら
祇
園
囃
子
を
唄
い
な
が
ら

参
詣
す
る
「
提
灯
行
列
」
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
大
き
な
釜
で
湯
を
沸
か
し
、
宮

司
さ
ん
が
浄
祓
い
と
無
病
息
災
を
祈
り
、
煮

え
た
ぎ
っ
た
湯
を
笹
の
枝
に
浸
し
て
参
詣
者

に
注
ぎ
掛
け
る
と
い
う
「
湯
立
神
事
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

          

                                                                      

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

    

 

 

 

 

                                    

     

 

 

 

                      

て
い
る
天
見
は
、
市
の
観
光
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
地
域
な
の
で
、
積
極
的
に
魅
力
を

発
信
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。 

ま
た
、
天
見
小
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
・
学
校
運
営
協
議
会
と
共
に
、
ふ
る
さ

と
学
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て

導
い
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。 

最
後
に
は
、
地
域
に
様
々
な
課
題
が
あ
る

中
で
、
住
民
主
体
で
優
先
順
位
を
決
め
な
が

ら
、
市
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
知
恵
を

絞
っ
て
、
楽
し
く
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
力
強
く
締
め
く
く
っ
た
。 

     

原
会
長
は
、
参
加
団
体
を
通
じ
て
、
住
民

全
体
に
積
極
的
な
協
力
を
呼
び
か
け
た
。 

ま
ず
、
天
見
の
地
域
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
や
名
所

旧
跡
な
ど
を
掲
載
し
た
素
案
を
提
示
し
、
広

く
意
見
を
募
っ
た
。 

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
天
見
地
域
の
全
家
庭
に

配
付
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
天
見
駅
や
千

早
口
駅
な
ど
に
も
置
け
る
よ
う
南
海
電
鉄
と

交
渉
す
る
と
の
こ
と
。 

最
後
に
、
住
民
の
積
極
的
な
参
加
な
し
に

は
、
活
動
が
展
開
で
き
な
い
と
続
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
呼
び
か
け
た
。 

本
誌
「
あ
ま
み
の
風
」
で
は
、
引
き
続
き

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
お

知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
。
ご
期
待
を
。 

ボランティアの募集  

①レポーター（人の話に耳を傾ける人）  

②カメラマン（一眼レフカメラで撮影する人）  

③ディレクター（パソコンで編集できる人）  

④デザイナー（イラストやマンガを描ける人）  

⑤ライター（文章を校正できる人）       など  

 

経験がなくても大丈夫。  

空いた時間で活動。  

団塊世代大歓迎！！  

 

お問合わせはメールで  

terumici0822@gmail.com 
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幼
い
こ
ろ
、
天
見
の
里
は
、
周
り
が
山
に

囲
ま
れ
て
空
（
天
）
し
か
見
る
と
こ
ろ
が
な

い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、「
天
見
」
と
言
う
の
や
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

書
物
を
調
べ
る
と
、「
天
見
川
の
最
上
流
域

に
位
置
し
、
古
代
の
余
部
郷
の
転
訛
で
あ
る

と
い
う
説
も
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

余
部
郷
（
あ
ま
る
べ
ご
う
）
は
、
河
内
国

錦
部
郡
二
郷
の
一
つ
で
、
平
安
時
代
、
現
在

の
三
日
市
町
、
加
賀
田
、
神
ガ
丘
か
ら
天
見
、

大
井
付
近
に
か
け
て
の
地
域
の
こ
と
。 

ま
た
、
南
北
朝
時
代
に
は
、「
安
満
見
」
の

地
名
が
、
楠
木
合
戦
注
文
に
、「
今
年
（
正
慶 

                                                 

        

２
年
）
正
月
五
日
、
於
河
内
国
甲
斐
荘
安
満

見
、
至
合
戦
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
以
降
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、「
天
見

村
」
と
い
う
村
名
が
書
物
な
ど
に
も
現
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
住
む
天
見
は
、
高
野
街
道
が
通

る
府
県
境
の
た
め
、
古
代
よ
り
交
通
の
要
所

で
、
今
も
様
々
な
史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

天
見
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
他
に
言

い
伝
え
な
ど
を
ご
存
知
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

尾
尻
孝
之 

出
典
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
２
７
大
阪
府
」
よ
り 

                                  

    

              

上
岩
瀬
に
あ
る
農
産
物
加
工
所
「
大
地
の

里 

友
邦
（
ゆ
う
ほ
う
）」
は
、
河
内
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
建
物
で
す
。 

地
元
の
食
材
を
使
い
、
上
岩
瀬
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で
す
べ
て
手

作
り
し
て
い
ま
す
。 

お
母
さ
ん
た
ち
の
笑
顔
と
、
や
さ
し
い
木

の
香
り
に
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。 

お
弁
当
は
、「
へ
っ
つ
い
さ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
「
か
ま
ど
」
で
炊
い
た
、
ふ
っ
く
ら
つ
や

つ
や
ご
飯
に
、
肉
や
魚
な
ど
の
メ
イ
ン
の
お

か
ず
と
、
地
元
の
野
菜
や
手
作
り
の
塩
糀
や

味
噌
な
ど
を
使
っ
た
お
惣
菜
な
ど
数
種
類
が

入
っ
て
い
ま
す
（
週
末
限
定
）。
２
日
前
ま
で

に
予
約
す
れ
ば
確
実
に
購
入
で
き
ま
す
。 

そ
の
他
、
手
づ
く
り
の
ジ
ャ
ム
や
、
お
味

噌
、
塩
糀
、
佃
煮
な
ど
の
加
工
品
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。 

中
で
も
、
地
産
の
冬
瓜
（
と
う
が
ん
）
を 

                      

 

 

     

 

 

              

使
っ
た
「
と
う
が
ん
ジ
ャ
ム
」
は
、
河
内
長

野
市
の
ブ
ラ
ン
ド
品
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

高
向
の
「
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
」
で
は
、

こ
の
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
天
然
酵
母
パ
ン
も
販

売
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

高
野
線
「
千
早
口
駅
」
下
車
す
ぐ 

●
電
話 

０
７
２
１
‐
２
１
‐
１
０
４
９ 

●
時
間 

１０
時
～
１７
時
（
冬
季
１６
時
） 

●
定
休 

月
・
火
曜
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